


　中央にDI newsのベンゼン環を配し、それを取り囲むよう

に「調製」、「監査・医療安全」、「薬剤管理指導」、「チーム医療

（専門性）」を表す各ベンゼン環をリンクさせ、病院薬剤師に

おけるDIの役割、重要性を表現した。

デザイン案のご説明

山形県病薬
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抗菌薬適正使用に必要な取組
Ⅰ：耐性率 高、使用量 少
改善点 ・交差感染の制御

・入院時保菌患者の確認
・使用量の適正化
・他の抗菌薬使用量の監視

Ⅱ：耐性率 高、 使用量 多
改善点 ・抗菌薬使用量の監視

Ⅲ：耐性率 低、使用量 少
現状維持

Ⅳ：耐性率 低、 使用量 多
改善点 ・検査室での耐性菌の検出

◆ 2011年度
□ 2010年度
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図 カルバペネム系抗菌薬使用量とＩＰＭに対する緑膿菌耐性率（山形県参加施設）
























































































